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※『新装版  新美南吉童話集 

1 ごん狐』（2012 年 12 月 1 日、

大日本図書株式会社）の「こぞ

うさんの おきょう」をもとに

一部、漢字表示とルビを編集し

ました。 

 

※このテキストを個人的に読

む以外の利用をされる場合に

は、新美南吉記念館までご連絡

ください。 (TEL： 0569－ 26－

4888) 


